
 

 

 

令和３年度 
 

 

山形県公立高等学校入学者 

選抜学力検査成績概況 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和３年６月 

山 形 県 教 育 委 員 会 
 



 



＜目 次＞ 

国 語 

 １ 結果の考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 ２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント）・・・・・・・・・・・・・１ 

 問題別正答率（％）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

社 会 

 １ 結果の考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 ２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント）・・・・・・・・・・・・・３ 

 問題別正答率（％）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

数 学 

 １ 結果の考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 ２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント）・・・・・・・・・・・・・５ 

 問題別正答率（％）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

理 科 

 １ 結果の考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

 ２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント）・・・・・・・・・・・・・７ 

 問題別正答率（％）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

英 語 

 １ 結果の考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 ２ 今後の学習のポイント（授業改善のポイント） ・・・・・・・・・・・・９ 

 問題別正答率（％）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

資 料 

 令和３年度山形県公立高等学校入学者選抜実施状況 

 （入学定員・入学志願者等の数・合格者等の数等） 

１  年度別比較・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

２ 課程別･学科別 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

３ 推薦入学者選抜実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 



結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

田の問六は、文章における表現の工夫の効果をとらえる力をみる問題だが、正答率が
約 7割であり、学習の成果がみえる。表現の仕方について分析し、その効果や書き手の

意図にっいて考える学習を継続することが大切である。回の問二は、異なる立場や考え
を想定して自分の考えをまとめたり、話し合いの内容を評価したりする力をみる問題だ

が、正答率が 7 割を超えており、「話すこと・聞くこと」の力が身に付いていることが

うかがわれる。論理的な構成や展開を考えて話したり、聞き取った意見や主張の根拠を

確かめて判断したりすることを心掛けたい。国の作文は、資料から目的に応じて必要な
情報を読み取り、体験や知識と関連付けながら自分の考えを的確に表現する力をみる問

題である。 7割を超える受検者が 9 点以上得点しており、学習の成果がみえる。一方で、

高等学校から「体験を踏まえながら自分の考えを深められていない」との報告も寄せら

れている。目的に応じて情報を選択・整理した上で、文章の構成を工夫しながら自分の

考えを表現する能力を身に付けたい。

国 言五
云口

(2)課題がみえる問題

日の問三は、登場人物の言動の意味にっいて、文章に即して理解する力をみる問題だ
が、正答率は低く、課題がみえる。登場人物の言葉や行動が、話の展開や作品全体に表

れたものの見方などにどのようにかかわっているかを考える学習に丁寧に取り組みた

い。国の問三は、例示の効果や文章の論理の展開の仕方をとらえる力をみる問題だが、
正答率が 5割にとどまり、課題がみえる。文章中に示されている具体的な例が書き手の

論の展開の中で果たしている役割を考える学習を心掛けたい。国の問四(1)は、文章の
展開に即して内容をとらえる力をみる問題であるが、部分点を含め正答率が 6割を超え

ているが、比喩を的確に解釈できていない解答や、条件に即していない解答が目立っな

ど、課題がみえる。文章を読むときには、文章の構成や展開、表現の特徴を踏まえた上

で、書き手の考えをとらえ、それを的確に表現できるような学習に取り組みたい。

2 今後の学習のボイント(授業改善のボイント)

(1)国語で正確に理解し、適切に表現することができる

基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図りながら、国語で表現された内容や事柄

を正確に理解することや、国語を使って内容や事柄を適切に表現することができる。

(2)主体的に読書に取り組むことができる

知識を広げたり、自分の考えを深めたりすることができるよう、図書館を活用する

などして、主体的に読書に取り組み、集めた情報を活用することができる。

(3)授業者は「目指す資質・能力」の確実な育成に向けた授業計画と評価の工夫を

授業者は、育成する資質・能力を焦点化して単元の目標を設定し、言葉による見方・

考え方を働かせて深い学びを実現する学習過程を大切にした授業を構想し、単元の目

標の実現に適した言語活動の充実を図りたい。その上で、育成を図る資質・能力が定

着したかどうかを適切な評価規準に基づいて評価し、指導の改善につなげたい。
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結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

回の 5(1)は、世界の諸地域にっいて、資料を読み取り、思考・判断する力をみる問
題だが、正答率が 8割を超えており、学習の成果がみえる。資料を的確に読み取る学習

や、世界各地における人々の生活の様子について思考・判断する学習が十分に行われて

いることがうかがわれる。回の 4 は、資料を読み取り、歴史的事象を説明する力をみる
問題だが、正答率が 8割を超えており、学習の成果がみえる。各時代の特色や時代の転

換の様子をとらえる学習が十分に行われていることがうかがわれる。国の 2、回の 5、
回の 3、回の 1 は基礎的な知識・理解をみる問題であるが、正答率が約 9 割と高く、
日常の学習において、社会的事象に関する基礎的・基本的な知識の習得が図られている

ことがうかがわれる。

社

(2)課題がみえる問題

回の 1(2)は、各時代の社会の特色をとらえる力をみる問題だが、正答率が低く課題
がみえる。高等学校からは「古墳時代と弥生時代を混同している」との報告が寄せられ

ている。我が国の歴史の大きな流れを各時代の特色を踏まえて理解することが大切であ

る。同の 2(2)は、民主政治の仕組みにっいての資料をもとに、思考・判断したことを
表現する力をみる問題だが、正答率が低く課題がみえる。制度や仕組みの意義や働きに

ついて理解するとともに、社会的事象について考えたことを説明する活動を通して、思

考力、判1折力、表現力を養いたい。回の 3 (1)は、基礎的な知識・理解を問う問題だ力叉
正答率が低く課題がみえる。政治や経済の基本的な考え方や概念を具体的な事例を通し

て学ぶとともに、国や地方公共団体が果たしている役割について老える学習を心掛けた

し、

2 今後の学習のボイント(授業改善のポイント)

(1)身近な社会的事象について説明したり議論したりすることができる

身に付けた基礎的な知識を活用して、社会的事象の意味・意義や特色、事象間の相

互の関連を説明したり議論したりすることができる。

(2)多面的・多角的に考察する学習に主体的に取り組み、学習の振り返りができる

持続可能な社会を築いていくために解決すべき課題について、多面的・多角的に考

察し、構想(選択・判断)することができる。学習の振り返りを行うことで、自分の

学びや変容を自覚し、次め学びにつなげることができる。

(3)授業者は、適切な課題の設定と協働的な学びの充実を

授業者は、生徒の気付きや疑問を生かした単元を貫く課題(問い)を設定したい。

また、多面的・多角的に考察し、公正に判断する態度を育成するため、協働的な学び

や、思考・判断したととを表現し合う場の充実を図りたい。さらに、社会的な見方・考

え方を働かせることができるようにする発問、問い返し等の教師の働きかけによって、

社会科としての本質に迫る深い学びを実現させたい。

会
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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

国の 2 は、二次方程式の解を求め,る力をみる問題だが、正答率が高く学習の成果がみ
える。解の公式を知り、二次方程式を解けるようになるだけではなく、解の公式が導か

れる過程を知るととも重視したい。回の4 は、資料を活用して、判断の根拠を的確に表
現する力をみる問題だが、受検者の55.3%が 5 割以上得点しており、学習の成果がみえ

る。大切なことは、何を根拠にして資料の傾向をとらえ説明しているのかを明らかにす

ることである。説明し伝え合う活動を通して、同じ資料から様々な解釈ができることを

知り、お互いの説明やその根拠とする事柄にっいての理解をさらに深めたい。回の1は、
伴って変わる二つの数量関係をとらえ、考察する力をみる問題だが、(1)と(2)のグラフ

の正答率はともに 8 割を超えており、学習の成果がみえる。関数の特徴を、表、式、グ

ラフでとらえるとともに、それらを相互に関連付けることで、関数についての理解を深

めることが大切である。

数
12M
子・

(2)課題がみえる問題

国の 5 は、空間における直線や平面の位置関係を考察する力をみる問題だが、正答率
が低く課題がみえる。実際に立体を作ったり、観察したり、それを用いて説明する活動

を通して、直線や平面の位置関係を理解できるようにしたい。回の 3 は、方程式を活用
する力をみる問題だが、正答率が低く課題がみえる。方程式を活用するに当たっては、

その立式の段階が重要である。事象の中の数量関係をとらえて式に表現する力を身に付

けたい。回の 2 は、グラフの特徴を読み取り、事象を考察する力をみる問題だが、正答
率が低く課題がみえる。実験や観察の結果を理想化したり単純化したりすることで一次

関数とみなし、表、式、グラフを用いて処理し予測できることのよさを知り、事象の考

察に生かせるようにしたい。

2 今後の学習のボイント(授業改善のボイント)

(1)学習したことを活用するために、数学的活動に主体的に取り組むことができる

授業での数学的活動を通して、基礎的・基本的な内容について実感を伴って理解

した上で、問題解決の方法を一人一人が見いだし、自立的、協働的に解決すること

ができる。

(2)授業以外の日常生活の様々な場面で、学習したことを活用することができる

授業の中だけでなく、日常生活の様々な場面でも、学習したことを積極的に活用

して考えたり判断したりすることができる 0

(3)授業者は、生徒が学びを広げ深める数学的活動の充実を

数や式、図、表、グラフ等を関連付けて、論理的に思考したり、表現したりする活

動を大切にしたい。また、生徒の思考過程を見取り、場に応じた働きかけを工夫する

とや、解決の過程や結果を振り返って、統合的・発展的に考察する機会を大切にし、^

たい。
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〔注意〕この採点基凖によって処理しがたい細部にっいては,各学校で適正な基準を設けること。
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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

国の 1(2)、 1(3)、回の 1(1)は、第 2分野にっいての基本的な知識・理解をみる問
風

題であるが、正答率はいずれも約 9割と高く、学習の成果がみえる。学習の基礎となる

科学的な知識が定着していることがうかがわれる。同の 1、回の 1(2)は、実験にっい
ての技能や観察された現象を解釈し表現する力をみる問題だが、いずれも正答率は8割

を超えており、学習の成果がみえる。実験操作を行う意味や現象が起こる理由にっいて

正しく理解し、的確に表現する態度が養われていることがうかがわれる。同の 2(1)、
回の 1(3)は、観察や実験の結果から導き出した考えを表現する力をみる問題であるが、
正答率はいずれも約 8割であった。今後も、科学的な知識や概念を使用して思考したり

説明したりするなどの学習活動を充実させるように心掛けたい。

理

(2)課題がみえる問題

回の 1(2)、同の 2 (3)は、実験の結果を読み取り活用する力をみる問題だが、正答率
が低く、課題がみえる。目的意識をもって実験に取り組み、実験の結果について思考、

考察することが大切である。回の 3 は、実験の結果をもとに、思考し、判断する力をみ
る問題であるが、正答率が 3割を下回った。実験の結果を分析して解釈し、科学的な知

識と結び付けるような学習活動を充実させるように心掛けたい。回の 1(1)は、観察記
録や資料をもとに、思考し、判断する力をみる問題であるが、正答率が約 2割と低く 、

課題がみえる。身近な自然環境などを調べる観察・実験を行い、科学的に考察して判断

する学習活動を大切にしたい。回の 2 は、科学と実社会・実生活とのかかわりにっいて
思考し、表現する力をみる問題だが、正答率が低かった。身近な事物・現象を日常生活

や社会と関連付けながら、科学的に探究する態度を養いたい。

科

2 今後の学習のポイント(授業改善のポイント)

(1)科学的な知識や概念を使用したり、日常生活や社会と関連付けたりできる

自然の事物・現象に関して、科学的な知識や概念を使用して説明したり、日常生

活や社会と関連付けて科学的にとらえたりすることができる。

(2)見通しをもって観察・実験を行い、考察したことを科学的に表現できる

観察・実験の目的を自ら考え、根拠のある予想や仮説を立て、結果を見通した計

画が立案できる。観察・実験の結果をもとに課題に正対した考察を行い、その内容

を科学的な概念を使用し、適切に表現することができる。

(3)授業者は、生徒の興味・関心を高めるとともに、科学的に探究する指導計画と、

指導と評価を一体化させた学習指導の工夫を

授業者は、生徒の興味・関心を高められるような事物・現象を題材にして、単元

全体に探究の過程を効果的に位置付けた指導計画を作成したい。また、指導と評価

の一体化を図るため、学習の成立を促すための評価という視点を重視することによっ

て、指導のねらいに応じて生徒の学びを振り返り、学習や指導の改善に生かしてぃ

くというサイクルを大切にしたい。

7
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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

国の 1は、対話文を聞いて、事実や出来事などにっいての情報を正確に聞き取る力を
みる問題だが、 NO.1、 NO.2ともに正答率が高く、学習の成果がみえる。授業での言語活

動を通して、聞き手として必要な情報や話し手が伝えたいことを、聞いて理解できるよ

うになっていることがうかがわれる。回の 3 (1)は、正答率が高く、学習の成果がみえ
る。基本的な言語材料を繰り返し学習することにより、語と語のつながりなどに注意し、

正しい語順や語法を用いて文を構成する力が定着していることがうかがわれる。回の 1
は、物語の内容を的確に読み取り、質問に適切に答える力をみる問題だが、正答率は8

割に近く、学習の成果がみえる。物語の大切な部分をとらえて読み取る力が定着してぃ

ることがうかがわれる。

→^

央

(2)課題がみえる問題

回の 1(3)は、基本的な言語材料を場面に応じて適切に活用する力をみる問題だが、
正答率が低かった。単に文法規則や語条などについての知識を身に付けるだけでなく 、

それを活用する力を付けることが大切である。授業などでは、様々な言語活動に積極的

に取り組み、実際に言語を使用しながら基本的な語灸を活用して習得したい。回の 5 は、
物語の展開を把握する力をみる問題だが、正答率は 5割を下回り、課題がみえる。登場

人物の考えや心>情など、書かれた内容を適切に理解することに加え、物語の大まかな流

れをっかみながら読み取る力を身に付けたい。回の 6Ⅱは単に物語を読み取るだけでな
く、「読むこと」と「書くこと」を統合的に活用する問題であるが、正答率が低く課題
がみえる。「読むこと」を通じて得た知識等について活用し、「書くこと」を通じて発

信できるようにしたい。

言五
云口

2 今後の学習のボイント(授業改善のポイント)

(1)学習した表現を活用しながら積極的にコミュニケーションを図ることができる

授業での様々な言語活動において、学習した表現を活用して、相手の考えを理解し

たり、自分の考えを積極的に伝えたりすることができる。

(2)英語で聞いたり読んだりしたことをもとに、自らの考えや気持ちなどを英語で伝
えることができる

授業での言語活動で「聞ぐこと」や「読むこと」を通して学んだことをもとに、

自分の体験などと結び付けながら思考し、話したり書いたりして、自分の考えや気持

ちを英語で発信することができる。

(3)授業者は、「付けたい力」を明確にし、身に付けた知識及び技能を選択しながら

活用する学習活動の充実を

生徒の実態や学年・領域別の目標をもととして、授業における明確な目標を設定

し、生徒と共有したい。また、言語活動を核とし、目的や場面、状況等に応じて、

思考・判断・表現することを繰り返す授業づくりを図りたい。
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令和3年度山形県公立高等学校入学者選抜実施状況

(入学定員・入学志願者数・合格者数等)
年度別比較

年
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令和3年度

093

定

フ,520

6203

充足率

121

87フ%

フ766

入学定員

時

282

入学志願者等の数

092

9,112

280

5829

121

1007%

制

1.03

6720

336

6,992

倍

091

合格者等の数

7360

5786

120

867%

IC2

7216

率

93.0%

282

最終倍率

086

280

5,400

120

1007%

098

充足率

総

280

364

6,678

入学定員

085

フ,120

入学志願者等の数

130

101

80.4%

升

097

6,762

0.36

907%

283

倍

280

合格者等の数

130

101.1%

095

98

280

338

6282

035

(注)

( 1 )

率

35.0%

フ,000

最終倍率

121

127

094

7800

6567

0.45

充足率

88.2%

282

7867

( 2 )
( 3 )
( 4 )
( 5 )

( 6 )

中学校卒業者数は、学校基本調査結果報告書の中学校3学年と義務教育学校9年生の
生徒数の合計とする。

入学志願者等の数=入学志願者数十併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数
倍率=入学志願者数÷入学定員
合格者等の数=合格者数十併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数
最終倍率=受検者等の数÷入学定員
受検者等の数=入学志願者等の数一取消・欠席者数
充足率=合格者数等の数÷入学定員XI00

121

1007%

119

094

280

6,112

0.44

1.01

425%

7ρ00

フ,090

124

092

フ,640

6,124

0.44

873%

1.00

フ,343

909%

122

087

280

5,682

0.44

096

436%

127

6797

086

フ,400

0.45

812%

095

6886

89.0%

123

280

0.45

093

439%

103

6,404

7280

037

092

6,694

865%

102

037

092

36.4%

6235

7280

091

6227

856%

086

5784

084

795%

11

立

立

合



2 課程別,学科別

区

学

分

普通科

科

理数

人

入学定員

探究

数

3360

前年度比

楽

体

日

80

240

制

業

受検者等の数

工業

人

0

40

商業

0

数

80

水産

3,008

400

0

最終倍率

家庭

1,160

0

124

看護

600

0

451

090

合格者数等の数

情報

総合学科

人

0

155

80

15

0

188

数

80

86

2,995

0

230

038

40

充足率

通

0

工業

875

1.08

40

80

王正

800

89.1%

0

547

058

(注)

( 1 )

( 2 )

243

フ,000

100.0%

0

075

29

15

1013%

200

0

091

升

45

入学定員の増減はなし

受検者等の数=入学志願者等の数一取消・欠席者数
入学志願者等の数=入学志願者数+併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数

最終倍率=受検者等の数÷入学定員

合格者等の数=合格者数十併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数

充足率=合格者数÷入学定員XI00

80

( 3 )

( 4 )

( 5 )

375%

0

036

229

80

48

100.0%

280

0

056

873

39

7280

0

573%

531

120

490

6ρ28

0

753%

098

29

817%

0

066

90

49

363%

0

086

13

40

613%

045

103

39

100.0%

6,131

0.16

520

5,682

975%

037

65.0%

084

89

812%

13

445%

102

5784

163%

36.4%

12

795%

合計

果
呈

音

育
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科

農全

合

普

計合

定
時
制



3 推薦入学者選抜実施状況

区
課程

分
学科

入学定員

募集人員

普通

志願者数

3360

内定者数

理数

志願倍率

80

充足率

探究

240

音楽

区

全

専門教育を主とする学科

40

体育

20

分

入学定員

80

農業

日

13

募集人員

56

全日制

400

13

志願者数

工業

065

74

制

内定者数

志願倍率

1,160

96

65.0%

60

商業

132

72

7ρ00

288

107.1%

70

600

充足率

303

水産

075

818

122

242

729%

801

80

158

寡庭

1.05

657

098

24

126

84.0%

区

80

看護

130

803%

課程

6

分

1033%

入学定員

募集人員

24

入学定員

学科

6

40

情報

025

全日制・定時制
総計

22

募集人員

12

志願者数

25.0%

総合学科

19

普通

定時制

志願者数

40

092

内定者数

37

内定者数

志願倍率

200

志願倍率

792%

10

12

工業

800

7280

約 818

3.08

充足率

10

1000%

166

<注>

(1)志願倍率=志願者数÷募集人員
(2)充足率=合格内定者数÷募集人員XI00
(3)推薦選抜で志願者があった学校

全日制:25校(前年25校)

60学科(前辱64学科)

(4)募集人員(実施要項より)
理数 科 20%程度(実施校なし)
音楽 :50%程度科

体育 :70%程度科

臓業に関する学科:30%以内

総合学科 30%以内

※募集人員の計は各校で定めた人員を単純に合計したもの

80

充足率

10

量十

106

100

801

280

100.0%

657

99

064

098

803%

596%

13

区
分計


